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「
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
三
九
回
全
国
消
防
救
助

技
術
大
会
を
去
る
八
月
二
七
日
、
京
都
市
消
防
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
多
く
の
来
賓
と
市
民
を
迎
え
て
盛
大
に
挙
行
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
救
助
技
術
の
高
度
化
に
必
要
な
基
本
的
要
素
の
練
磨

を
通
じ
て
、
消
防
救
助
活
動
に
不
可
欠
な
体
力
、
精
神
力
、
技
術
力
を

養
う
と
と
も
に
、
全
国
の
消
防
救
助
隊
員
が
一
堂
に
会
し
、
競
い
、
学

ぶ
こ
と
を
通
じ
て
、
他
の
模
範
と
な
る
消
防
救
助
隊
員
を
育
成
し
、
全

国
市
民
の
消
防
に
寄
せ
る
期
待
に
力
強
く
応
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
三
五
回
大
会
か
ら
は

市
民
の
目
線
に
立
っ
て
大
会
内
容
を
研
究
し
、
全
国
の
市
民
に
、
消
防

の
技
術
の
高
さ
、
力
強
さ
、
優
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
市

民
の
参
加
で
き
る
大
会
を
目
指
す
な
ど
、
変
革
を
遂
げ
な
が
ら
、
今
大

会
で
三
九
回
の
開
催
を
数
え
る
に
至
っ
た
。

第
三
九
回
大
会
の
開
催
地
と
な
っ
た
の
は
京
都
市
。
鴨
川
、
桂
川
が

流
れ
る
山
紫
水
明
の
ま
ち
。
伝
統
産
業
、
先
端
産
業
の
技
術
と
、
大
学

の
知
恵
が
融
合
す
る
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
。
一
二
〇
〇
年
を
超
え
る
悠

久
の
歴
史
を
有
し
、
年
間
五
、〇
〇
〇
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
る
国

際
文
化
観
光
都
市
で
あ
る
京
都
市
に
お
い
て
、
全
国
か
ら
多
く
の
市
民

が
来
場
し
、
歴
史
文
化
と
現
代
が
調
和
す
る
京
都
市
の
魅
力
を
十
分
に

感
じ
ら
れ
る
大
会
と
な
っ
た
。

大
会
会
場
は
「
京
都
市
消
防
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
」。
今
大
会
を
主

管
す
る
京
都
市
消
防
局
が
、
平
成
二
一
年
四
月
に
全
面
運
用
を
開
始
し

た
最
新
の
訓
練
施
設
で
あ
り
、
全
国
の
消
防
救
助
隊
員
の
熱
い
魂
を
吹

き
込
む
と
と
も
に
、華
々
し
く
全
国
に
お
披
露
目
す
る
舞
台
と
な
っ
た
。

来
場
さ
れ
る
市
民
の
皆
様
の
た
め
に
、
京
都
市
関
係
各
局
の
協
力
に
よ

る
事
前
広
報
や
、
運
営
要
員
を
約
五
〇
〇
名
動
員
し
、
万
全
の
態
勢
を

整
え
た
。

さ
て
、
大
会
当
日
は
、
今
夏
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
猛
暑
。
一
般

の
方
や
消
防
関
係
者
な
ど
約
一
五
、〇
〇
〇
名
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
会

場
内
は
、
開
会
式
を
目
前
に
猛
暑
に
負
け
な
い
熱
気
と
興
奮
に
包
ま
れ

て
い
た
。

午
前
八
時
五
〇
分
、
迫
力
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ビ
デ
オ
の
後
、
国
際
消

防
救
助
隊
、
緊
急
消
防
援
助
隊
を
は
じ
め
、
全
国
九
地
区
支
部
か
ら
選

抜
さ
れ
た
九
六
一
名
の
精
鋭
た
ち
が
堂
々
と
入
場
し
、
開
催
地
消
防
長

で
あ
る
三
浦
京
都
市
消
防
局
長
の
開
会
宣
言
で
大
会
の
幕
は
開
い
た
。

開
会
式
で
は
ま
ず
、
消
防
使
命
達
成
の
た
め
殉
職
さ
れ
た
消
防
職
員

の
御
霊
に
対
し
て
黙
と
う
を
捧
げ
た
。
国
旗
・
大
会
旗
掲
揚
の
後
は
、

大
会
会
長
で
あ
る
新
井
（
財
）
全
国
消
防
協
会
会
長
、
門
川
京
都
市
長

（
代
理
：
由
木
京
都
市
副
市
長
）
の
あ
い
さ
つ
、
久
保
消
防
庁
長
官
、

高
木
（
財
）
日
本
消
防
協
会
会
長
（
代
理
：
秋
本
（
財
）
日
本
消
防
協

会
理
事
長
）、
山
田
京
都
府
知
事
、
柴
田
京
都
市
会
副
議
長
の
祝
辞
と

続
き
、
大
会
審
判
長
の
小
見
北
九
州
市
消
防
局
長
に
よ
る
審
判
長
指
示

が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
出
場
隊
員
を
代
表
し
て
京
都
市
消
防
局
の
中

村
隊
員
が
力
強
く
隊
員
宣
誓
を
行
っ
た
。

開
会
式
終
了
後
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
京
都
を
代
表

す
る
プ
ロ
の
和
太
鼓
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
「
バ
チ
・
ホ
リ
ッ

ク
」、〝
学
生
の
ま
ち
〟
な
ら
で
は
の
「
京
都
学
生
祭
典　

京
炎
そ
で
ふ

れ
！
」
の
踊
り
手
の
皆
さ
ん
の
２
組
の
特
別
出
演
を
い
た
だ
き
、「
全

国
消
防
救
助
技
術
大
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ
」
が
披
露
さ
れ
た
。

い
よ
い
よ
訓
練
の
幕
開
け
で
あ
る
。
全
国
か
ら
選
り
す
ぐ
ら
れ
た
精

鋭
た
ち
の
眼
差
し
は
一
段
と
鋭
く
な
り
、
出
番
に
臨
む
。
救
助
の
プ
ロ

と
し
て
、
ま
た
、
消
防
本
部
の
代
表
と
し
て
の
誇
り
を
背
に
燃
え
さ
か

る
よ
う
な
熱
き
魂
を
抱
く
隊
員
の
姿
と
、
そ
の
隊
員
を
応
援
す
る
家
族

や
仲
間
の
姿
は
、
ま
さ
に
今
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ

Ｎ
Ａ
」
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
磨
き
抜
か
れ
た
技
を
次
々
と

披
露
す
る
隊
員
に
、
観
覧
席
か
ら
は
歓
声
と
激
励
の
拍
手
が
鳴
り
止
ま

な
か
っ
た
。

訓
練
の
後
半
は
、
技
術
訓
練
。
水
上
の
部
で
は
、
川
口
市
消
防
本
部
、

岡
山
市
消
防
局
の
二
隊
が
四
基
の
起
流
ポ
ン
プ
で
複
雑
な
流
れ
を
作
る

水
上
訓
練
場
に
お
い
て
『
流
水
域
で
の
救
助
』、
陸
上
の
部
で
は
、
多

治
見
市
消
防
本
部
、
徳
島
市
消
防
局
、
京
都
市
消
防
局
の
三
隊
が
、
山

岳
訓
練
場
と
救
助
訓
練
棟
に
お
い
て
『
山
岳
救
助
』
と
い
う
京
都
市
消

防
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
の
最
新
鋭
の
施
設
を
存
分
に
活
用
し
た
訓
練
想

定
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
創
意
と
工
夫
の
も
と
先
駆
的
な
救
助
技
術
が

披
露
さ
れ
た
。
会
場
で
技
術
訓
練
を
見
守
る
隊
員
の
眼
差
し
も
、
細
部

に
わ
た
る
ま
で
吸
収
し
よ
う
と
す
る
学
び
の
眼
と
な
っ
た
。

閉
会
式
が
始
ま
る
ま
で
の
間
は
、
京
都
市
消
防
音
楽
隊
と
京
都
市
消

防
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
（
き
ょ
う
と
フ
ァ
イ
ヤ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
）
に
よ

る
特
別
演
技
が
披
露
さ
れ
た
。

閉
会
式
で
は
、
各
種
目
の
入
賞
者
を
大
会
会
長
で
あ
る
新
井
（
財
）

全
国
消
防
協
会
会
長
が
表
彰
し
、「
十
分
な
安
全
管
理
の
下
、
参
加
隊

員
に
怪
我
も
な
く
無
事
に
大
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
会
関

係
者
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
本
大
会
は
、
陸
上
の
部
、
水
上

の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
諸
君
は
日
頃
鍛
え
抜
い
た
気
力
、
体
力
及
び
救
助
技

術
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
と
思
う
。
本

大
会
を
一
つ
の
契
機
と
し
、
今
後
も
よ
り
一
層
救
助
技
術
の
錬
磨
、
向

上
に
努
め
、
地
域
住
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
希
望
す
る
。」
と

の
講
評
が
あ
っ
た
。
国
旗
降
納
に
続
い
て
、
大
会
旗
が
三
浦
京
都
市
消

防
局
長
か
ら
次
期
開
催
地
の
大
木
さ
い
た
ま
市
消
防
局
長
に
引
き
継
が

れ
、
大
木
さ
い
た
ま
市
消
防
局
長
が
次
期
開
催
地
と
し
て
あ
い
さ
つ
し

た
。
最
後
に
、
三
浦
京
都
市
消
防
局
長
が
閉
会
を
宣
言
し
、
第
三
九
回

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
は
幕
を
下
ろ
し
た
。

猛
暑
の
中
、
京
都
市
消
防
局
の
皆
様
を
は
じ
め
、
大
会
運
営
に
当
た

ら
れ
ま
し
た
全
て
の
方
々
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

KIZUNA
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会場　京都市消防活動総合センター
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第
39
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
公
務
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
久
保
消
防
庁
長
官
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
多
数
の
ご
臨

席
を
賜
り
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
大
会
は
、
消
防
救
助
活
動
に
必
要
な
基
本
的
要
素
を
練
磨
す
る
こ
と
を
通
じ

て
技
術
力
、
精
神
力
を
養
い
、
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
隊
員
が
一
堂
に
会
し
、
学
び
競
い
あ

う
こ
と
で
他
の
模
範
と
な
る
消
防
救
助
隊
員
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
47
年

か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
間
、
我
が
国
の
消
防
救
助
は
、
隊
員
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
日
々
の
訓
練
の
積
み
重
ね

と
、
救
助
資
機
材
の
改
良
・
開
発
に
よ
り
、
着
実
に
発
展
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
自
然
環
境
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
災
害
の
形
態
が
複
雑

化
・
大
規
模
化
し
、
多
く
の
住
民
が
被
害
に
遭
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

我
々
消
防
機
関
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
安
心
・
安
全
を
求
め
る
国

民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
今
後
も
総
力
を
結
集
し
各
種
災
害
の
予
防
と
被
害
の
軽
減
に
努

め
、
貴
い
人
命
や
貴
重
な
財
産
を
護
る
た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
こ
と
を
、
お
誓

い
申
し
上
げ
ま
す
。

参
加
隊
員
の
皆
さ
ん
は
、
本
大
会
に
お
い
て
、
安
全
管
理
に
充
分
に
留
意
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
訓
練
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
、
よ

り
一
層
の
練
磨
・
向
上
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
切
望
い
た
し
ま
す
。

本
日
は
、
全
国
か
ら
大
勢
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
精
鋭
た
ち
に
よ
る
高
度
な
技
術
と
溢
れ
る
気
力
・
体
力

に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
我
々
の
目
指
し
ま
す
、
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
推
進
す
る
地
域
総
合

防
災
力
の
向
上
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

結
び
に
、
本
日
ご
列
席
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

挨
　
　
拶

　
　
財
団
法
人
全
国
消
防
協
会

会
長
　
新
井
雄
治

祝辞
京都府知事

山 田 啓 二

次期開催地あいさつ
さいたま市消防局長
大 木 充 生

審判長指示
北九州市消防局長
小 見 　 彰

開会宣言・閉会宣言
京都市消防局長
三 浦 孝 一

祝辞
京都市会副議長
柴 田 章 喜

祝辞
㈶日本消防協会会長（代理）
秋 本 敏 文

祝辞
消防庁長官

久 保 信 保

あいさつ
京都市長（代理）
由 木 文 彦
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陸
上
の
部

陸
上
の
部

陸
上
の
部

陸
上
の
部

陸
上
の
部

ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過（
基
礎
訓
練
）

水
平
に
展
張
さ
れ
た
渡
過
ロ
ー
プ
二
〇
メ
ー

ト
ル
（
往
復
四
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
往
路
は
セ
ー

ラ
ー
渡
過
、復
路
は
モ
ン
キ
ー
渡
過
す
る
。ロ
ー

プ
渡
過
の
基
本
的
な
訓
練
。

【
標
準
所
要
時
間
二
八
秒
】

表

　彰

　者

【
北
海
道
】

南
渡
島
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部

�

東
谷

　
　瞬

西
胆
振
消
防
組
合
消
防
本
部�

横
山

　直
昭

北
留
萌
消
防
組
合
消
防
本
部�

岩
崎

　泰
樹

北
十
勝
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部

�

東
福
寺
孝
義

【
東

　北
】

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部

�

古
川

　敬
太

北
秋
田
市
消
防
本
部�

近
藤

　大
斗

宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部

�

佐
々
木
秀
樹

天
童
市
消
防
本
部�

木
本

　
　修

仙
台
市
消
防
局�

平
井

　雄
太

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
消
防
本
部

�

星

　
　誠
司

佐
渡
市
消
防
本
部�

倉
田

　俊
徳

【
関

　東
】

太
田
市
消
防
本
部�

田
口

　敬
之

鹿
沼
市
消
防
本
部�

吉
澤

　隆
宏

取
手
市
消
防
本
部�

蛯
原

　孝
晴

熊
谷
市
消
防
本
部�

田
久

　輝
城

匝
瑳
市
横
芝
光
町
消
防
組
合
消
防
本
部

�

渡
辺

　拓
也

東
京
消
防
庁�

上
村

　剛
弘

藤
沢
市
消
防
本
部�

相
馬

　太
志

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

�

田
澤

　秀
人

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部

�

黒
澤

　大
一

田
方
消
防
本
部�

鈴
木

　佳
祐

【
東

　海
】

尾
三
消
防
本
部�

齋
藤

　真
司

各
務
原
市
消
防
本
部�

鍛
治
舎
良
大

四
日
市
市
消
防
本
部�

藤
原

　敬
介

【
東
近
畿
】

射
水
市
消
防
本
部�

中
村

　英
克

内
灘
町
消
防
本
部�

中
野

　勇
希

南
越
消
防
組
合
消
防
本
部�

土
岐

　敏
毅

湖
北
地
域
消
防
本
部�

橋
本

　裕
平

宇
治
市
消
防
本
部�

増
田

隆
史

宇
治
市
消
防
本
部�

岡
田
健
太
郎

西
和
消
防
組
合
消
防
本
部�

山
科

　
　章

和
歌
山
市
消
防
局�

今
西

　悠
人

【
近

　畿
】

大
阪
市
消
防
局�

片
山

　政
信

神
戸
市
消
防
局�

澁
谷

　佳
彦

【
中

　国
】

倉
敷
市
消
防
局�
平
松

　祐
治

鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
消
防
局

�
青
木

　健
太

尾
道
市
消
防
局�

高
垣

　拓
孝

萩
市
消
防
本
部�

山
野
井
慎
也

【
四

　国
】

高
松
市
消
防
局�

鴻
農

　拓
磨

板
野
西
部
消
防
組
合
消
防
本
部

�

井
内

　祥
善

東
温
市
消
防
本
部�

二
神

　
　平

仁
淀
消
防
組
合
消
防
本
部�

大
久
保
雅
章

【
九

　州
】

飯
塚
地
区
消
防
本
部�

霍
田

　一
成

佐
賀
広
域
消
防
局�

田
中

　直
哉

佐
世
保
市
消
防
局�

柴
尾

　一
正

熊
本
市
消
防
局�

中
原

　裕
章

大
分
市
消
防
局�

冨
高

　悠
紀

薩
摩
川
内
市
消
防
局�

松
田

　和
輝

東
部
消
防
本
部�

當
間

　大
吾

は
し
ご
登
は
ん（
基
礎
訓
練
）

自
己
確
保
の
命
綱
を
結
索
し
た
後
、
垂
直
は

し
ご
を
一
五
メ
ー
ト
ル
登
は
ん
す
る
。
災
害
建

物
へ
の
進
入
等
、
消
防
活
動
に
は
欠
か
せ
な
い

訓
練
。

【
標
準
所
要
時
間
二
四
秒
】

表

　彰

　者

【
北
海
道
】

南
渡
島
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部

�

大
野

　淳
悟

室
蘭
市
消
防
本
部�

小
松

　真
二

札
幌
市
消
防
局�

大
藤

　
　進

北
留
萌
消
防
組
合
消
防
本
部�

太
田

　都
寿

北
見
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部�

中
山

　康
大

【
東

　北
】

八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部

�

山
根

　達
也

に
か
ほ
市
消
防
本
部�

齋
藤

　直
哉

大
船
渡
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

�

葛
西

　
　翼

西
置
賜
行
政
組
合
消
防
本
部�

髙
橋

　尚
哉

石
巻
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

�

岡
田

　
　啓

伊
達
地
方
消
防
組
合
消
防
本
部�

加
藤

　真
平

長
岡
市
消
防
本
部�

小
林

　幸
司

【
関

　東
】

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部�

小
林

　正
勝

南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

�
鈴
木

　崇
昭

常
陸
太
田
市
消
防
本
部�
石
𥔎

　壮
平

鳩
ヶ
谷
市
消
防
本
部�

佐
藤

　弘
康

木
更
津
市
消
防
本
部�

満
永

　俊
一

東
京
消
防
庁�

前
田

　雅
人

寒
川
町
消
防
本
部�

臼
井

　隆
行

富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
富
士
五
湖
消
防
本
部

�

渡
辺

　浩
明

松
本
広
域
消
防
局�

中
島

　
　佑

御
殿
場
市
・
小
山
町
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部

�

杉
山

　真
路

【
東

　海
】

常
滑
市
消
防
本
部�

竹
内

　省
吾

恵
那
市
消
防
本
部�

森
川

　洋
行

伊
賀
市
消
防
本
部�

野
田

　辰
徳

【
東
近
畿
】

富
山
市
消
防
局�

前
田

　健
児

加
賀
市
消
防
本
部�

油
谷

　昌
宏

嶺
北
消
防
組
合
消
防
本
部�

松
浦

　義
生

湖
南
広
域
消
防
局�

平
田

　大
介

宇
治
市
消
防
本
部�

村
田

　
　悠

宇
治
市
消
防
本
部�

上
山

　雄
也

香
芝
・
広
陵
消
防
組
合
消
防
本
部

�

奥

愛
友

和
歌
山
市
消
防
局�

坂
本

　達
哉

【
近

　畿
】

堺
市
消
防
局�

河
原

　吉
秀

加
古
川
市
消
防
本
部�

的
野

　純
平

【
中

　国
】

倉
敷
市
消
防
局�

樋
口

　裕
真

鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
消
防
局

�

松
嶋

　晃
弘

広
島
市
消
防
局�

三
村

　勇
介

出
雲
市
消
防
本
部�

曽
田

　竜
次

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

�

渡
辺

　真
司

【
四

　国
】

高
松
市
消
防
局�

池
田

　達
哉

美
馬
市
消
防
本
部�

梶
谷

　勇
斗

愛
南
町
消
防
本
部�

山
本

　
　徹

南
国
市
消
防
本
部�

池
澤

　和
之

【
九

　州
】

直
方
市
消
防
本
部�

林

　
　新
吾

伊
万
里
市
消
防
本
部�

松
尾

　圭
太

長
崎
市
消
防
局�

津
本

　直
輝

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

�

中
島

　裕
太

国
東
市
消
防
本
部�

宮
園

　将
貴

薩
摩
川
内
市
消
防
局�

平
田

　俊
幸

う
る
ま
市
消
防
本
部�

松
田

　建
也
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石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部�

秋
山

　孝
史

 

長
與

　潤
平

東
海
村
消
防
本
部�

田
仲

　孝
一

 

小
澤

　智
広

川
越
地
区
消
防
局�

坂
元

　大
輔

 

大
森

　康
孝

佐
倉
市
八
街
市
酒
々
井
町
消
防
組
合
消
防
本
部

�

小
松

　政
明

 

佐
瀬

　泰
弘

東
京
消
防
庁�

加
藤

　勇
樹

 

藤
野

　敬
太

座
間
市
消
防
本
部�

大
矢

　仁
士

 

岩
𥔎

　孝
太

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

�

塚
田
慎
太
郎

 

武
蔵

　一
摩

諏
訪
広
域
消
防
本
部�

竹
内
賢
太
郎

 

河
西
秀
太
郎

島
田
市
消
防
本
部�

大
石

　英
祐

 

道
田

　浩
二

【
東

　海
】

海
部
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部�

横
田

　純
一

 

笹
木

　一
人

大
垣
消
防
組
合
消
防
本
部�

中
迫

　孝
行

 

高
橋

　正
幸

【
東
近
畿
】

砺
波
広
域
圏
消
防
本
部�

後
藤

　恭
崇

 

野
原

　修
太

加
賀
市
消
防
本
部�

中
筋

　善
広

 
藤
山

　龍
太

嶺
北
消
防
組
合
消
防
本
部�
東
平

　敬
弘

 
北
島

　孝
佳

東
近
江
行
政
組
合
消
防
本
部�

嚴
島

　宏
樹

 

市
川

　知
史

宇
治
市
消
防
本
部�

新
納

　史
久

 

籔
内

　秀
樹

八
幡
市
消
防
本
部�

永
渕

　真
也

 

梅
谷

　晃
之

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部�

西
口

　嘉
伸

 

吉
田

　泰
士

伊
都
消
防
組
合
消
防
本
部�

山
本

　健
之

 

門

　
　
　誠

【
近

　畿
】

泉
佐
野
市
消
防
本
部�

西
田

　寛
和

 

沓
抜

　正
剛

豊
岡
市
消
防
本
部�

田
中

　政
明

 

中
尾

　幸
正

【
中

　国
】

倉
敷
市
消
防
局�

難
波

　雅
明

 

小
林

　良
隆

鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
消
防
局

�

山
本

　孝
幸

 

本
多

　隆
志

大
竹
市
消
防
本
部�

原

　慎
太
郎

 

松
長

　弘
樹

雲
南
消
防
本
部�

伊
豆

　大
輔

 

川
端

　啓
市

萩
市
消
防
本
部�

綿
屋

　佳
佑

 

西
村

　誠
人

【
四

　国
】

小
豆
地
区
消
防
本
部�

伊
藤

　正
博

 

森

　
　一
貴

み
よ
し
広
域
連
合
消
防
本
部�

中
本

　裕
己

 

杉
野

　耕
平

西
予
市
消
防
本
部�

土
居

　永
佳

 

三
好

　勝
也

香
美
市
消
防
本
部�

渡
辺

　佐
彦

 

鍋
島

　安
明

【
九

　州
】

久
留
米
広
域
消
防
本
部�

中
野

　大
輔

 

和
合

　
　浩

平
戸
市
消
防
本
部�

西
山

　忠
幸

 

角
田

　洋
一

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

�

谷
口

　
　圭

 

野
田

　伸
也

竹
田
市
消
防
本
部�

足
達

　大
輔

 

麻
生

　拓
児

い
ち
き
串
木
野
市
消
防
本
部�

潟
野

　
　真

 

松
田

　和
久

ニ
ラ
イ
消
防
本
部�

伊
佐

　宗
哲

 

新
垣

　
　力

ほ
ふ
く
救
出（
連
携
訓
練
）

三
人
一
組
（
要
救
助
者
を
含
む
）
で
、
一
人

が
空
気
呼
吸
器
を
着
装
し
て
長
さ
八
メ
ー
ト
ル

の
煙
道
内
を
検
索
し
、
要
救
助
者
を
屋
外
に
救

出
し
た
後
、二
人
で
安
全
地
点
ま
で
搬
送
す
る
。

ビ
ル
や
地
下
街
等
で
煙
に
巻
か
れ
た
人
を
救
出

す
る
た
め
の
訓
練
。

【
標
準
所
要
時
間
一
分
一
〇
秒
】

表

　彰

　者

【
北
海
道
】

日
高
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部�

東
川

　雄
紀

 

高
城

　洋
介

 

高
橋

　
　俊

札
幌
市
消
防
局�

江
田

　
　睦

 

小
玉

　慶
介

 

澁
谷

　彰
久

上
川
北
部
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部�

高
橋

　正
卓

 

河
地

　祥
平

 

松
本

　拓
己

北
十
勝
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部�

小
川

　慎
司

 

神
山

　卓
朗

 

佐
藤

　功
基

【
東

　北
】

八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部

�

田
島

　進
悦

 

佐
々
木
寿
晴

 

工
藤

　忠
久

ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん（
連
携
訓
練
）

登
は
ん
者
と
補
助
者
が
二
人
一
組
で
協
力

し
、
器
材
を
使
わ
ず
に
塔
上
か
ら
垂
下
さ
れ
た

ロ
ー
プ
を
一
五
メ
ー
ト
ル
登
は
ん
す
る
。

【
標
準
所
要
時
間
一
六
秒
】

表

　彰

　者

【
北
海
道
】

八
雲
町
消
防
本
部�

浅
井

　勇
輝

 

大
畠

　慎
吾

西
胆
振
消
防
組
合
消
防
本
部�

庄
子

　哲
也

 

洞
ヶ
瀬
俊
喜

札
幌
市
消
防
局�

日
下

　弦
樹

 

大
黒

　
　翔

網
走
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部�

張
山

　敬
史

 

太
田

　将
吾

【
東

　北
】

十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

�

山
口

　
　章

 

小
林

　孝
広

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

�

木
元

　智
昭

 

熊
谷
健
太
郎

久
慈
広
域
連
合
消
防
本
部�

久
保

　優
紀

 

川
𥔎

　俊
一

米
沢
市
消
防
本
部�

千
葉

　友
和

 

我
妻

　清
和

福
島
市
消
防
本
部�

渡
邉
裕
太
郎

 

伊
藤

　喜
和

長
岡
市
消
防
本
部�

佐
藤

　元
樹

 

大
崎

　将
也

【
関

　東
】

太
田
市
消
防
本
部�

矢
島

　知
幸

 

山
崎

　大
輔



―　  ―4

能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

�

夏
井

　佳
成

 

七
尾

　
　悠

 

佐
藤

　
　章

一
関
市
消
防
本
部�

齋
藤

　裕
哉

 

千
葉

　直
也

 

菊
地

　友
哉

山
形
市
消
防
本
部�

武
内

　裕
紀

 

近
藤

　幸
寛

 

佐
藤

　禎
智

仙
台
市
消
防
局�

佐
藤

　
　優

 

菅
原

　憲
次

 
白
鳥

　好
紘

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

�
菅
野

　
　敦

 
服
部

　
　雅

 

永
瀬

　秀
明

新
潟
市
消
防
局�

田
澤

　詠
司

 

笠
原

　甲
臣

 

金
山

　拓
也

【
関

　東
】

太
田
市
消
防
本
部�

神
野

敏
寿

 

富
澤

　正
和

 

坂
上

　隼
祐

小
山
市
消
防
本
部�

小
島

　稔
章

 

鵜
沼
裕
次
郎

 

高
橋

　俊
介

鹿
島
地
方
事
務
組
合
消
防
本
部�

小
関

　善
人

 

黒
澤

　隆
行

 

増
崎

　雄
嗣

川
口
市
消
防
本
部�

櫻
井

　成
光

 

田
口

　正
教

 

長
原

　勇
介

旭
市
消
防
本
部�

林

　
　靖
裕

 

小
澤

　玄
季

 

梅
林

　
　靜

東
京
消
防
庁�

大
庭

　啓
悟

 

岡
田

　寛
礼

 

松
下

　貴
大

藤
沢
市
消
防
本
部�

野
澤

　寛
一

 

岩
村

　伸
也

 

髙
木

　伸
之

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

�

猪
股

　良
之

 

丸
茂

　由
理

 

窪
田

　哲
也

千
曲
坂
城
消
防
本
部�

新
村

　
　悟

 

和
田

　
　章

 

山
𥔎

　正
大

田
方
消
防
本
部�

山
田

　晴
久

 

杉
山

　哲
也

 

下
田

　貴
士

【
東

　海
】

大
府
市
消
防
本
部�

大
崎

　雅
矢

 

河
端

　郁
弥

 

稲
垣

　健
一

恵
那
市
消
防
本
部�

鈴
木

　和
人

 

安
藤

　健
太

 

可
知

　昌
浩

桑
名
市
消
防
本
部�

高
橋

　
　亮

 

坂
口

　千
紘

 

藤
田

　智
博

【
東
近
畿
】

高
岡
市
消
防
本
部�

樋
口

　城
久

 

青
島

　恒
太

 

峯

　
　裕
樹

津
幡
町
消
防
本
部�

前
川

　朋
大

 

田
中

潤
也

 

清
水

　彰
彦

嶺
北
消
防
組
合
消
防
本
部�

中
村

　佳
正

 

北
村

　直
樹

 

前
川

　眞
行

湖
南
広
域
消
防
局�

櫻
本

　卓
也

 

戸
村

　
　翔

 

池
内

　健
悟

宇
治
市
消
防
本
部�
上
田

　真
也

 
立
間

　淳
弘

 
東

　健
太
郎

乙
訓
消
防
組
合
消
防
本
部�

松
田

　敬
太

 

嶋
田

　亮
平

 

森
脇

　孝
志

吉
野
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部�

松
場

　敏
臣

 

谷
野

　裕
之

 

森
口

　由
一

和
歌
山
市
消
防
局�

岡
田

　良
太

 

森
脇

　聡
一

 

平
松

　
　晃

【
近

　畿
】

阪
南
岬
消
防
組
合
消
防
本
部�

南

　
　裕
也

 

野
出

　亮
佑

 

平
田

　博
章

加
古
川
市
消
防
本
部�

藤
本

　耕
司

 

中
村
宏
二
郎

 

吉
川

　隼
人

【
中

　国
】

津
山
圏
域
消
防
組
合
消
防
本
部�

水
島

　大
介

 

曽
田

　康
司

 

北
本

　拓
士

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防
局

�

足
立

　
　健

 

斎
木

　誠
英

 

大
谷

　祐
司

福
山
地
区
消
防
組
合
消
防
局�

髙
橋

　洋
平

 

川
上

　清
明

 

髙
野

　和
臣

浜
田
市
消
防
本
部�

平
木

　聡
志

 

藤
井

　将
平

 

岩
本

　伸
也

長
門
市
消
防
本
部�

泉

　
　雅
健

 

三
井

　浩
一

 

坂
本

　直
紀

【
四

　国
】

三
観
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部�

佐
子

　雄
太

 

小
林

　幸
広

 

塩
田

　将
人

海
部
消
防
組
合
消
防
本
部�

猪
谷

敏

 

櫨
山

　和
人

 

岡
田

　
　崇

西
条
市
消
防
本
部�

今
井

　紀
之

 

新
居
田
健
夫

 

伊
藤

　通
浩

高
幡
消
防
組
合
消
防
本
部�

川
村

　考
史

 

眞
鍋

　昭
児

 

平
山

　
　朝

【
九

　州
】

甘
木
・
朝
倉
消
防
本
部�

大
里

　繁
行

 

西
岡

　泰
典

 

末

　
　健
吾

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消
防
本
部�

末
安

　友
洋

 

井
樋

　一
馬

 

吉
岡

　祐
一

平
戸
市
消
防
本
部�

栁
本

　元
気

 

石
田

　光
夫

 

平
野

　正
博

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部�

高
野

　大
悟

 

山
本

　康
裕

 

谷
本

　
　渉

豊
後
高
田
市
消
防
本
部�

三
角

　和
史

 

坂
本

　尚
義

 

姫
野

　
　亮

薩
摩
川
内
市
消
防
局�

砂
田

　雅
和

 

原

　
　直
生

 

堀
之
内
幸
夫

う
る
ま
市
消
防
本
部�

田
場

　
　健

 

名
護

　
　剛

 

源
古

　
　剛

ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出（
連
携
訓
練
）

四
人
一
組
（
要
救
助
者
を
含
む
）
で
、
二
人

が
水
平
に
展
張
さ
れ
た
渡
過
ロ
ー
プ
（
二
〇

メ
ー
ト
ル
）
に
よ
り
対
面
す
る
塔
上
へ
進
入

し
、
要
救
助
者
を
救
出
ロ
ー
プ
に
吊
り
下
げ
て

け
ん
引
し
て
救
出
し
た
後
、
脱
出
す
る
。
要
救

助
者
を
隣
の
建
物
等
か
ら
進
入
し
、
救
出
す
る

こ
と
を
想
定
し
た
訓
練
。

【
標
準
所
要
時
間
一
分
一
五
秒
】

表

　彰

　者

【
北
海
道
】

函
館
市
消
防
本
部�

畑
山

　遼
吾

 

荒
木
駿
太
郎

 

鳥
羽

　賢
郎

 

小
原

　孝
祐

網
走
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部�

松
田

　浩
之

 

石
井

　俊
樹

 

田
島

　
　徹

 

伊
成

　
　強
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藤
沢
市
消
防
本
部�

小
山

　智
弘

 

長
岐

　真
士

 

櫻
井

　直
樹

 

森

　
　高
宏

【
東

　海
】

海
部
南
部
消
防
組
合
消
防
本
部�

山
田

　哲
也

 

水
野

　泰
宏

 

鈴
木

　大
輔

 

白
神

　英
伸

下
呂
市
消
防
本
部�

岡
𥔎

　隼
人

 

藤
田

　浩
史

 

中
島

　俊
一

 

熊
𥔎

　宏
康

【
東
近
畿
】

高
岡
市
消
防
本
部�

中
島

　賢
太

 

堂
田

　昌
一

 

平
野

　将
志

 

鈴
木

　悠
一

加
賀
市
消
防
本
部�

東
田

　利
幸

 

白
川

　純
平

 

西
山

　雄
也

 

河
中

　拓
郎

城
陽
市
消
防
本
部�

内
田

　晃
二

 

河
田

　規
寛

 

湯
浅

　卓
也

 

有
留

　知
道

吉
野
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部�

松
本

　唯
嗣

 

桝
井

　淳
司

 

家
本

　
　保

 
野
村

　裕
紀

【
近

　畿
】

柏
原
羽
曳
野
藤
井
寺
消
防
組
合
消
防
本
部

�

宮
下

　喜
順

 

梶
井

　竜
二

 

松
本

　忠
史

 

阪
本

　恭
平

柏
原
羽
曳
野
藤
井
寺
消
防
組
合
消
防
本
部

�

森

　
　佳
紀

 

西
岡

　伸
恭

 

吉
村

　尚
紘

 

小
林

　英
夫

【
中

　国
】

江
津
邑
智
消
防
組
合
消
防
本
部�

水
黒

　
　充

 

壱
岐

　竜
三

 

金
子

　敬
志

 

山
本

　和
輝

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防
局

�

藤
戸

　
　将

 

佐
藤

　健
一

 

佐
々
木
達
也

 

高
田

　一
広

【
四

　国
】

伊
予
消
防
等
事
務
組
合
消
防
本
部�

大
野

　功
貴

 

谷

　
　宗
人

 

阪
井

　
　勉

 

井
ノ
口
敬
雄

【
九

　州
】

飯
塚
地
区
消
防
本
部�

吉
田

　裕
也

 

松
本

　圭
介

 

神
崎

　良
太

 

吉
本

　卓
生

粕
屋
南
部
消
防
本
部�

加
治

　浩
一

 

井
島

　守
浩

 

矢
羽
田
頼
幹

 

上
邑

　
　司

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
消
防
本
部�

菖
蒲

　
　賢

 

谷
川

　正
晃

 

西

　
　隆
浩

 

宮
本

　
　努

引
揚
救
助（
連
携
訓
練
）

五
人
一
組
（
要
救
助
者
を
含
む
）
で
、
二
人

が
空
気
呼
吸
器
を
着
装
し
て
塔
上
か
ら
塔
下
へ

降
下
し
、
検
索
後
、
要
救
助
者
を
塔
下
へ
搬
送

し
、
四
人
で
協
力
し
て
塔
上
へ
救
出
し
た
後
、

ロ
ー
プ
登
は
ん
に
よ
り
脱
出
す
る
。
地
下
や
マ

ン
ホ
ー
ル
等
で
の
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
。

【
標
準
所
要
時
間
二
分
三
〇
秒
】

表

　彰

　者

【
北
海
道
】

函
館
市
消
防
本
部�

竹
内

　俊
司

 

長
岐

　優
大

 

古
田

　真
樹

 

大
橋

　
　諒

 

蒔
苗
多
有
磨

【
東

　北
】

盛
岡
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

�

小
赤
澤
文
人

 

菊
池

　
　歩

 

谷
藤

　
　真

 

川
端

　
　諒

 

和
山

　雄
仁

南
魚
沼
市
消
防
本
部�

上
村

　洋
史

 

貝
瀬

　啓
太

 

五
十
嵐
史
匡

 

片
桐

　
　大

 

大
平

　晃
裕

新
潟
市
消
防
局�

柳

千
幸

 

高
野

　
　裕

 

渡
辺

　寛
喜

 

清
水

　
　晃

 

平

　
　大
介

【
関

　東
】

さ
い
た
ま
市
消
防
局�

柴
崎

　充
宏

 

齋
藤

　圭
輔

 

山
本

　
　剛

 

足
立

　俊
輔

 

山
田

　
　隆

入
間
東
部
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

�

池
田

　伸
夫

 

吉
田

　
　努

 

森
山

　祥
一

 

田
中

　
　潤

 

照
井

　裕
二

鎌
ケ
谷
市
消
防
本
部�

日
暮

　正
明

 

小
笠
原
孝
明

 

萩
野

　
　慶

 

多
田

　隆
浩

 

金
谷

　俊
寿

浦
安
市
消
防
本
部�

泉
澤

　貴
幸

 

安
藤

　俊
吾

 

和
田

　将
司

 

宇
田
川
佳
孝

 

松
野

　公
博

【
東

　北
】

盛
岡
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

�

千
葉

　崇
史

 

久
保

　勝
義

 

工
藤

　直
貴

 

高
橋

　健
司

魚
沼
市
消
防
本
部�

榎
本

　充
位

 

高
橋

　博
人

 

櫻
井

　一
敏

 

大
塚

　祐
治

新
潟
市
消
防
局�

山
岸

　利
延

 

吉
沢

　
　透

 
金
子

　直
人

 
佐
野

　
　仁

【
関

　東
】

常
陸
太
田
市
消
防
本
部�
井
坂

　彰
良

 

瀬
谷

　祐
司

 

西
野

　達
也

 

横
山

　大
輔

茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部

�

加
藤

　嘉
之

 

川
村

晃
一

 

岩
永

　恵
生

 

児
矢
野

　洋

さ
い
た
ま
市
消
防
局�

大
西

　俊
哉

 

栗
原

　輝
彦

 

小
栗

　高
明

 

貝
塚

　利
治

所
沢
市
消
防
本
部�

市
川

　昌
寿

 

中

　
　知
亮

 

野
崎

　浩
行

 

阿
部
雄
一
郎

春
日
部
市
消
防
本
部�

大
橋

　貴
明

 

鈴
木

　良
明

 

鈴
木

　和
平

 

近
藤

　祐
司

東
京
消
防
庁�

佐
藤

　敬
介

 

白
川

　智
仁

 

池
田

　英
生

 

田
邉

　隆
章

東
京
消
防
庁�

白
井

　
　毅

 

金
子

　
　聖

 

仲
間

　寛
光

 

川
田

　真
也

秦
野
市
消
防
本
部�

滝
本

　篤
志

 

木
村

　修
平

 

浅
田

　陽
平

 

富
永

　
　剛
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東
京
消
防
庁�

中
井

　拓
馬

 

浅
井

　洋
二

 

勝
沼

　達
也

 

山
本

　信
一

 

竹
内

　
　悟

川
崎
市
消
防
局�

繁
野

　亮
弘

 

岩
佐
信
二
郎

 

河
村

　政
美

 

福
永

　宏
樹

 

長
谷
川
知
宏

【
東

　海
】

豊
田
市
消
防
本
部�

橋
本

　英
二

 
近
藤

　健
太

 
林

　
　
　剛

 
茅
原

　貴
裕

 
田
中

　玄
喜

西
尾
市
消
防
本
部�

田
村

　三
郎

 

神
谷

　大
樹

 

宮
崎

　峰
行

 

名
倉

　陽
介

 

中
根

　芳
久

【
東
近
畿
】

宇
治
市
消
防
本
部�

鹿
野

　孝
彦

 

前
原

　一
成

 

浅
井

　暖
之

 

小
松

　
　勉

 

本
西

　尊
徳

西
和
消
防
組
合
消
防
本
部�

烏
野

　克
彦

 

今
西

　
　亨

 

平
井

　太
朗

 

澤

　雄
一
郎

 

中
田

　佑
哉

湖
南
広
域
消
防
局�

西
野

　直
樹

 

青
木

　隆
幸

 

八
田

　謙
治

 

猪
飼

　
　健

 

木
虎

　佳
史

【
近

　畿
】

高
槻
市
消
防
本
部�

岸
田

　優
一

 

北
側

　健
太

 

星
川

　雅
英

 

下
岡

　哲
也

 

坂
口

　周
平

豊
中
市
消
防
本
部�

蘆
田

　幹
雄

 

細
谷

　孝
明

 

坂
原

　隆
雄

 

塩
見

　悠
祐

 

實
松
光
太
郎

【
中

　国
】

福
山
地
区
消
防
組
合
消
防
局�

種
本
健
太
郎

 

小
川

　耕
司

 

宮
脇

　信
也

 

松
本

　直
貴

 

田
上

　
　修

板
野
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部�

小
川

　完
二

 

岩
見

　有
介

 

渡
井
口
和
豪

 

北
島

　義
文

 

岸
本

　崇
嗣

【
九

　州
】

県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

�

川
久
保
輝
巳

 

中
村

　
　明

 

前
野

　弘
隆

 

山
𥔎

　崇
史

 

松
本

　辰
彦

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
組
合
消
防
本
部

�

山
本

　健
治

 

川
邉

　剛
聖

 

井
福

尊
寛

 

石
川

　敬
幸

 

尾
中

　雅
治

粕
屋
南
部
消
防
本
部�

安
川

　智
彦

 

大
村

　修
貴

 

城
戸

　秀
太

 

野
田

　秀
樹

 

世
利

　哲
治

障
害
突
破（
連
携
訓
練
）

五
人
一
組
（
補
助
者
を
含
む
）
で
、
四
人
が

緊
密
な
連
携
の
下
、
一
致
協
力
し
て
「
乗
り
越

え
る
」「
登
る
」「
渡
る
」「
降
り
る
」「
濃
煙
を
通

過
す
る
」
の
基
本
動
作
に
よ
り
五
つ
の
障
害
を

突
破
す
る
。
災
害
現
場
の
様
々
な
障
害
を
想
定

し
た
訓
練
。

【
標
準
所
要
時
間
三
分
一
五
秒
】

表

　彰

　者

【
北
海
道
】

札
幌
市
消
防
局�

青
野

　康
平

 

八
木

　輝
人

 

大
川

　和
彦

 

石
栗

　亮
佑

 

佐
藤

　裕
之

【
東

　北
】

一
関
市
消
防
本
部�

荒
屋
敷

　望

 

鈴
木

　覚
也

 

菊
池

　憲
哉

 

菅
原

　正
憲

 

三
浦

康
之

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

�

伊
藤

　和
司

 

草
刈

　利
和

 

佐
藤

　雅
彦

 

渡
部

　和
之

 

小
林

　真
也

新
潟
市
消
防
局�

伊
藤

　貴
一

 

渡
邊

　真
人

 

高
橋

　直
之

 

長
谷
川
裕
二

 

阿
部

　
　亮

【
関

　東
】

那
珂
市
消
防
本
部�

三
村

　
　厚

 

稲
川

　
　学

 

岩
佐

　弘
二

 

海
老
根

　誠

 

竹
之
内
政
彰

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部

�

椎
名

　秀
和

 

中
川

　隆
太

 

山
上

　直
宏

 

市
野

　大
樹

 

根
本

　史
人

さ
い
た
ま
市
消
防
局�

明
比

　
　務

 

小
沢

　佳
史

 

中
山

　貴
晴

 

小
嶋

　雅
久

 

福
島

　
　努

船
橋
市
消
防
局�

澤
田

　幸
司

 

岩
上

　忠
司

 

宇
賀
田
修
司

 

荒

　
　一
将

 

上
野

　純
平

川
崎
市
消
防
局�

浦
田

　
　剛

 

秋
谷

　勇
樹

 

清
水

　敦
史

 

福
嶋

　勇
斗

 

吉
房

　
　翼

焼
津
市
消
防
防
災
局�

原
崎

　拓
郎

 

若
林

　秀
卓

 

望
月
竜
之
介

 

堀
井

　俊
輔

 

田
中

　啓
介

【
東

　海
】

愛
西
市
消
防
本
部�

中
野

裕
介

 

橋
本

　昌
樹

 

神
田

　優
貴

 

渡
邉

　直
樹

 

伊
藤

　滋
矩

豊
田
市
消
防
本
部�

柴
田

　宏
紀

 

大
山

　時
宗

 

尾
形

　徹
也

 

藤
井

　崇
司

 

石
原

　潤
哉

【
東
近
畿
】

高
岡
市
消
防
本
部�

竹
林

　
　剛

 

森
田

　泰
則

 

松
田

　啓
吾

 

長
谷
川
昌
紀

 

山
本

　
　充

京
都
市
消
防
局�

丸
田

　純
三

 

中
村

　優
佑

 

平
瀬

　雅
基

 

新
田

　宜
広

 

西
川

　千
尋

福
知
山
市
消
防
本
部�

人
長

　亮
太

 

牧
野

　孝
昭

 

石
田

　拓
郎

 

中
須
賀
康
誠

 

井
本

　裕
也
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「
じ
ゅ
ん
か
飛
び
込
み
」
で
入
水
し
た
後
、

常
に
顔
が
水
面
に
出
た
状
態
で
、
基
本
的
な
泳

法
で
あ
る
「
ぬ
き
手
」
と
「
平
泳
ぎ
」
で
そ
れ

ぞ
れ
二
五
メ
ー
ト
ル
ず
つ
泳
ぐ
。
水
難
救
助
の

基
本
的
な
泳
法
を
習
得
す
る
た
め
の
訓
練
。

【
標
準
所
要
時
間
四
〇
秒
】

表

　彰

　者

【
東

　北
】

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

�

佐
藤
玲
緒
奈

鶴
岡
市
消
防
本
部�

阿
部

　孝
一

仙
台
市
消
防
局�

佐
々
木
浩
司

【
関

　東
】

伊
勢
崎
市
消
防
本
部�

柏
木

　耕
輔

朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部

�

中
川

　祐
輔

越
谷
市
消
防
本
部�

吉
成

　真
吾

横
浜
市
消
防
局�

加
賀
田
哲
也

寒
川
町
消
防
本
部�

髙
橋

　偉
志

川
崎
市
消
防
局�

早
川

　圭
一

平
塚
市
消
防
本
部�

井
出

　尚
利

浜
松
市
消
防
局�

齋
藤

　伸
茂

焼
津
市
消
防
防
災
局�

新
村

　拓
哉

【
東

　海
】

長
久
手
町
消
防
本
部�

山
田

　昌
亮

豊
田
市
消
防
本
部�

小
寺

　史
高

【
東
近
畿
】

高
岡
市
消
防
本
部�
有
澤
宏
太
朗

大
津
市
消
防
局�
谷
口

　孔
二

京
都
市
消
防
局�
長
野

　尚
志

京
都
市
消
防
局�

嘉
根

　大
介

【
近

　畿
】

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
消
防
本
部

�

畠
中

　宏
聡

神
戸
市
消
防
局�

横
山

　元
樹

【
中

　国
】

岡
山
市
消
防
局�

石
田

　征
也

赤
磐
市
消
防
本
部�

馬
場

　智
大

【
四

　国
】

丸
亀
市
消
防
本
部�

品
田

　真
吾

【
九

　州
】

長
崎
市
消
防
局�

川
口

　俊
二

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

�

桑
原

　公
平

菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部�

川
内

　大
地

複
合
検
索（
基
礎
訓
練
）

マ
ス
ク
、
ス
ノ
ー
ケ
ル
、
フ
ィ
ン
を
着
装
し
、

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
障
害
物
（
救
命
浮
環
）
を

突
破
し
な
が
ら
水
中
に
沈
め
ら
れ
た
リ
ン
グ
四

個
を
検
索
し
て
、
引
き
揚
げ
る
。
水
中
の
行
方

不
明
者
の
捜
索
を
想
定
し
た
訓
練
。

【
標
準
所
要
時
間
四
〇
秒
】

表

　彰

　者

【
東

　北
】

秋
田
市
消
防
本
部�

澁
谷

　嘉
直

大
船
渡
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

�

吉
田
京
太
郎

い
わ
き
市
消
防
本
部�

平
子

　信
吾

【
関

　東
】

朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部

�

中
嶋

　
　建

東
京
消
防
庁�

石
川

　
　亮

東
京
消
防
庁�

神
野

　裕
介

茅
ヶ
崎
市
消
防
本
部�

竹
田

　友
祐

横
須
賀
市
消
防
局�

中
島

　
　聖

藤
沢
市
消
防
本
部�

横
須

　
　統

川
崎
市
消
防
局�

村
上

　
　剛

静
岡
市
消
防
局�

楢
崎

　康
博

【
東

　海
】

豊
田
市
消
防
本
部�

永
吉

　一
也

名
古
屋
市
消
防
局�

小
林

　
　隼

【
東
近
畿
】

東
近
江
行
政
組
合
消
防
本
部�
西
村

　
　卓

大
津
市
消
防
局�
徳
永

　貴
哉

京
都
市
消
防
局�

小
西

　立
絋

京
都
市
消
防
局�

山
中

　徹
郎

【
近

　畿
】

守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
消
防
本
部

�

弥
勒

　正
昌

神
戸
市
消
防
局�

山
中

　亮
人

【
中

　国
】

岡
山
市
消
防
局�

今
田

　健
介

出
雲
市
消
防
本
部�

板
垣

　慶
太

【
四

　国
】

三
観
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部�

田
中

　陸
央

【
九

　州
】

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部

�

下
橋

　佑
亮

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

�

山
田

　容
輔

高
遊
原
南
消
防
本
部�

福
岡

　雄
樹

溺
者
搬
送（
連
携
訓
練
）

二
人
一
組
（
要
救
助
者
を
含
む
）
で
、
救
助

者
が
「
じ
ゅ
ん
か
飛
び
込
み
」
で
入
水
後
、
要

救
助
者
（
溺
者
）
を
注
視
し
な
が
ら
近
づ
き
、

チ
ン
プ
ー
ル
で
確
保
し
た
後
、
ヘ
ア
ー
キ
ヤ

リ
ー
に
よ
り
救
助
す
る
。

【
標
準
所
要
時
間
四
二
秒
】

表

　彰

　者

【
東

　北
】

横
手
市
消
防
本
部�

新
宮

　良
憲

 

中
川
原

　誠

【
近

　畿
】

神
戸
市
消
防
局�

三
浦

　直
樹

 

上
原

　拓
真

 

北
濱

　雄
一

 

永
井

　康
道

 

酒
井

　大
輔

【
中

　国
】

広
島
市
消
防
局�

下
石

　康
平

 

泉

　
　浩
平

 

中
村

　洋
佑

 

落
藤

　誠
三

 

勇
地

　一
成

【
九

　州
】

鹿
児
島
市
消
防
局�
寺
田

　一
紀

 
吉
本

　博
史

 
木
村
慎
一
郎

 

岩
坪

　浩
明

 

中
窪

　太
作

薩
摩
川
内
市
消
防
局�

帶
田

　和
志

 

竹
下

　光
敏

 

福
別

　
　聡

 

岡
本

翔

 

原
薗

　
　翔

天
草
広
域
連
合
消
防
本
部�

濱
崎

　寛
伸

 

松
下

　俊
輔

 

武
田

　信
也

 

池
崎

　王
彦

 

荒
木

　克
広

水
上
の
部

水
上
の
部

水
上
の
部

水
上
の
部

水
上
の
部

水
上
の
部

基
本
泳
法（
基
礎
訓
練
）
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大
船
渡
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

�

梅
澤

　聖
史

 

吉
田
京
太
郎

【
関

　東
】

川
口
市
消
防
本
部�

平
野

　哲
朗

 

田
家
万
梨
子

東
京
消
防
庁�

平
野

　修
也

 

尾
𥔎

　雄
介

藤
沢
市
消
防
本
部�

長
竹

　康
介

 

天
野

　博
之

横
浜
市
消
防
局�

山
口

　
　亮

 

花
輪

　
　勉

川
崎
市
消
防
局�

宮
本

　直
也

 
森

　
　
　脩

【
東

　海
】

名
古
屋
市
消
防
局�
上
田

　将
之

 

妹
尾

　康
央

岐
阜
市
消
防
本
部�

足
立

　真
規

 

森

　
　隆
行

【
東
近
畿
】

白
山
石
川
広
域
消
防
本
部�

小
坂

　寛
之

 

北
村

慎
吾

大
津
市
消
防
局�

清
水

　泰
博

 

谷
口

　孔
二

京
都
市
消
防
局�

鎌
近

　真
行

 

中
川

　賢
志

【
近

　畿
】

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
消
防
本
部

�

西
口

　幸
仁

 

畠
中

　宏
聡

神
戸
市
消
防
局�

有
田

　達
洋

 

井
上

　奈
緒

【
中

　国
】

岡
山
市
消
防
局�

濱
田

　佑
樹

 

西
山

　孝
浩

【
四

　国
】

高
松
市
消
防
局�

竹
田

　匡
徳

 

滝
川

　
　潤

【
九

　州
】

熊
本
市
消
防
局�

山
田

　健
一

 

堀

　
　祐
介

豊
後
大
野
市
消
防
本
部�

小
代

　智
之

 

舛
田

　淳
一

人
命
救
助（
連
携
訓
練
）

三
人
一
組
（
要
救
助
者
を
含
む
）
で
救
助
者

が
「
二
重
も
や
い
結
び
」
の
ロ
ー
プ
を
た
す
き

掛
け
に
し
て
要
救
助
者
の
位
置
ま
で
泳
ぎ
、
要

救
助
者
を
ク
ロ
ス
チ
ェ
ス
ト
キ
ャ
リ
ー
で
確
保

し
、
補
助
者
が
救
助
ロ
ー
プ
を
た
ぐ
り
寄
せ
て

救
助
し
た
後
、
再
び
水
没
し
つ
あ
る
要
救
助
者

（
訓
練
人
形
）
を
水
面
に
引
き
揚
げ
、
救
助
す

る
。

【
標
準
所
要
時
間
一
分
一
三
秒
】

表

　彰

　者

【
北
海
道
】

札
幌
市
消
防
局�
大
西

　範
彦

�
荒
川

　
　徹

�

大
賀

　拓
也

【
東

　北
】

鶴
岡
市
消
防
本
部�

岡
部

　幸
也

�

馬
戸
場
信
也

�

土
田

　智
大

【
関

　東
】

東
京
消
防
庁�

二
関
竜
太
郎

�

落
合

　功
邦

�

井
川
健
太
郎

横
浜
市
消
防
局�

土
岐

　
　学

�

三
留

　崇
浩

�

松
野

　裕
介

【
東

　海
】

名
古
屋
市
消
防
局�

林

　
　俊
孝

�

小
林

　
　隼

�

加
藤

　頌
司

【
東
近
畿
】

大
津
市
消
防
局�

北
野

　
　充

�

大
沢

　仁
志

�

山
本

　勝
巳

京
都
市
消
防
局�

藤
田

　浩
明

�

大
橋

　史
明

�

中
川

　賢
志

【
中

　国
】

広
島
市
消
防
局�

柴
田

　
　卓

�

石
崎

　智
資

�

竹
下

　勝
彦

【
四

　国
】

徳
島
中
央
広
域
連
合
消
防
本
部�

赤
松

　洋
行

�

奥
村

　
　翔

�

寺
井

　一
行

【
九

　州
】

熊
本
市
消
防
局�

一
村

　直
樹

�

緒
方

　辰
男

�

堀

　
　祐
介

溺
者
救
助（
連
携
訓
練
）

三
人
一
組
（
要
救
助
者
を
含
む
）
で
救
助
者

と
補
助
者
の
二
人
が
協
力
し
て
浮
環
に
ロ
ー
プ

を
結
着
後
、
補
助
者
が
浮
環
を
プ
ー
ル
内
へ
投

下
し
て
救
助
者
が
二
〇
メ
ー
ト
ル
先
の
要
救
助

者
の
位
置
ま
で
搬
送
し
、
こ
れ
に
要
救
助
者
を

つ
か
ま
ら
せ
、
補
助
者
が
ロ
ー
プ
を
た
ぐ
り
寄

せ
て
救
助
す
る
。

【
標
準
所
要
時
間
四
三
秒
】

表

　彰

　者

【
北
海
道
】

札
幌
市
消
防
局�

大
西

　範
彦

�

荒
川

　
　徹

�

大
賀

　拓
也

【
東

　北
】

横
手
市
消
防
本
部�

新
宮

　良
憲

�

松
下

　
　修

�

照
井

　
　諭

大
船
渡
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

�

中
平

　
　光

�

石
橋

　
　良

�

村
上

　浩
朗

【
関

　東
】

那
珂
市
消
防
本
部�

野
上

　寿
幸

�

後
藤

　亮
祐

�

永
井

　孝
裕

東
京
消
防
庁�

大
松

　逸
人

�

竹
内

　豪
一

�

尾
𥔎

雄
介

川
崎
市
消
防
局�

阿
部

　慶
之

�

鈴
木
佑
一
郎

�

和
田

　翔
太

焼
津
市
消
防
防
災
局�

望
月

　俊
孝

�

酒
井

　正
樹

�

大
沢

　
　憲

【
東
近
畿
】

大
津
市
消
防
局�

山
中

　
　創

�

中
西

　
　齊

�

千
尋

　亮
一

京
都
市
消
防
局�

竹
内

　完
治

�

西
村
清
太
郎

�

鎌
近

　真
行

【
近

　畿
】

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
消
防
本
部

�

西
口

　幸
仁

�

竹
本

　
　暢

�

中
上

　洋
平

【
中

　国
】

呉
市
消
防
局�

濵
田
健
太
郎

�

須
賀

　政
光

�

山
口

　武
文
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い
わ
き
市
消
防
本
部�

猪
狩

　光
博

�

平
子

　信
吾

�

戸
部

　慎
也

【
関

　東
】

東
京
消
防
庁�

南

　
　慧
司

�

提
橋

　敦
司

�

上
澤

　勇
太

東
京
消
防
庁�

渡
邊

　裕
太

�

菊
地

　爵
寿

�

岸

　
　高
史

東
京
消
防
庁�

大
松

　逸
人

�

伊
藤

　
　毅

�

佐
藤
健
太
郎

横
浜
市
消
防
局�

酒
匂

　政
行

�

阿
部

　冬
樹

�

程
島

　弘
成

【
東

　海
】

名
古
屋
市
消
防
局�

伊
藤

　剛
史

�

大
澤

　一
眞

�

秋
田

　大
輔

【
東
近
畿
】

大
津
市
消
防
局�

黒
島

　和
司

�

長
戸

　敬
介

�

澤
田

　将
人

京
都
市
消
防
局�

大
橋

　史
明

�

松
川

　智
則

�

嶋
田

　貴
樹

【
近

　畿
】

神
戸
市
消
防
局�

横
山

　元
樹

�
伊
東

　貴
司

�
笠
松

　
　学

【
中

　国
】

鳥
取
県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防
局

�

上
田

　広
大

�

上
田

　大
智

�

井
上

　康
範

【
四

　国
】

松
山
市
消
防
局�

谷
本

　真
德

�

嶋
田

　直
紀

�

有
澤

　大
樹

【
九

　州
】

熊
本
市
消
防
局�

一
村

　直
樹

�

山
田

　
　寛

�

服
部

　大
輔

大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

�

内
村

　哲
也

�

中
村

　隆
幸

�

齊
藤

　
　豪

水
中
検
索
救
助（
連
携
訓
練
）

四
人
一
組
で
第
一
泳
者
が
水
面
を
、
第
二
泳

者
が
水
中
を
そ
れ
ぞ
れ
検
索
し
、
水
没
し
て
い

る
要
救
助
者
（
訓
練
人
形
）
を
発
見
し
て
水
面

へ
引
き
揚
げ
た
後
、
第
三
泳
者
と
第
四
泳
者
が

協
力
し
て
対
岸
の
救
出
地
点
ま
で
搬
送
し
、
救

助
す
る
。

【
標
準
所
要
時
間
一
分
四
二
秒
】

表

　彰

　者

【
東

　北
】

大
船
渡
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

�

中
平

　
　光

�

石
橋

　
　良

�

梅
澤

　聖
史

�

村
上

　浩
朗

【
関

　東
】

東
京
消
防
庁�

有
我

　
　塁

�

神
野

　裕
介

�

山
本

　一
貴

�

榮
田

　昭
彦

川
崎
市
消
防
局�

阿
部

　慶
之

�

宮
本

　直
也

�

村
上

　
　剛

�

冨
永

　
　新

【
東

　海
】

小
牧
市
消
防
本
部�

石
井

　洋
行

�

沖

　
　英
次

�
山
下

　恭
史

�
稲
葉

　智
文

【
東
近
畿
】

大
津
市
消
防
局�

長
戸

　敬
介

�

澤
田

　将
人

�

大
沢

　仁
志

�

徳
永

　貴
哉

京
都
市
消
防
局�

松
川

　智
則

�

嶋
田

　貴
樹

�

山
中

　徹
郎

�

小
西

　立
絋

【
近

　畿
】

大
阪
市
消
防
局�

長
船

　勇
毅

�

橋
本

　
　聡

�

前
田

　和
範

�

東
園

　絢
也

【
中

　国
】

松
江
市
消
防
本
部�

山
本

　康
博

�

松
尾

　行
洋

�

高
橋

　啓
太

�

高
橋

　良
樹

【
四

　国
】

高
松
市
消
防
局�

中
村

　俊
介

�

鎌
野

　高
義

�

稲
田

　和
之

�

安
部

　雅
史

【
九

　州
】

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部

�

篠
原

　義
尚

�

松
永

　勇
司

�

下
橋

　佑
亮

�

中
村

　栄
仁

【
四

　国
】

伊
予
消
防
等
事
務
組
合
消
防
本
部

�

二
宮
誠
一
郎

�

山
口

　晃
典

�

廣
藤

　真
至

【
九

　州
】

熊
本
市
消
防
局�

山
田

　健
一

�

田
野

　尋
志

�

荒
木

　諭
志

熊
本
市
消
防
局�

服
部

　大
輔

�

波
戸
崎
泰
士

�

山
口

　将
弘

水
中
結
索（
連
携
訓
練
）

三
人
一
組
で
水
中
の
結
索
環
に
、
第
一
泳
者

は
「
も
や
い
結
び
」、
第
二
泳
者
は
「
巻
き
結

び
」、
第
三
泳
者
は
「
ふ
た
回
り
ふ
た
結
び
」

の
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た
三
種
類
の
ロ
ー
プ
結

索
を
行
う
。
水
中
に
お
け
る
ロ
ー
プ
結
索
技
術

を
習
得
す
る
た
め
の
訓
練
。

【
標
準
所
要
時
間
一
分
四
六
秒
】

表

　彰

　者

【
東

　北
】

八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部

�

福
田

　智
裕

�

岡
本

　健
児

�

菊
池

　大
典
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技
術
訓
練

定
め
ら
れ
た
救
助
方
法
や
資
器
材
に

縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
創
意
工
夫
の
も

と
で
、
よ
り
安
全
で
迅
速
・
確
実
な
訓

練
を
発
表
す
る
も
の
。

陸
上
の
部

陸
上
の
部

陸
上
の
部

陸
上
の
部

陸
上
の
部

【
東

　海
】

多
治
見
市
消
防
本
部�
原
路

　
　哉

 
工
藤

　陽
一

 

小
栗

　久
宏

 

松
浦

　史
成

 

服
部

　達
弥

（
想
定
）

林
道
を
走

行
中
の
車
両

が
誤
っ
て
数

メ
ー
ト
ル
下

の
沢
に
転
落

し
、
運
転
者

が
車
外
放
出

さ
れ
、
車
両

の
下
敷
き
に
な
っ
た
も
の
。

林
道
上
か
ら
隊
員
及
び
医
師
が
、
ザ
イ
ル
を

使
用
し
降
下
、
要
救
助
者
の
観
察
を
実
施
、
医

師
が
必
要
な
処
置
を
施
し
、
事
故
車
を
持
ち
上

げ
救
出
し
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
縛
着
し
林
道

ま
で
引
揚
げ
救
出
す
る
。

（
着
眼
点
）

①
小
隊
長
の
状
況
判
断
に
伴
う
、
隊
長
の
状
況

判
断
及
び
隊
員
へ
の
周
知

②
安
全
確
実
管
理
の
徹
底

③
医
師
と
の
連
携

＊
当
消
防
本
部
で
は
、
救
助
事
案
等
に
ド
ク

タ
ー
カ
ー
（
Ｄ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
を
要
請
す
る
。

【
四

　国
】

徳
島
市
消
防
局�

高
田

　真
吾

 

吉
永

　
　猛

 

原
田

　雅
弘

 

新
田

　貴
徳

 

後
藤
田
真
吾

（
想
定
）

地
上
14
ｍ

の
地
点
で
法

面
工
事
中
の

作
業
員
１
人

が
熱
中
症
等

の
内
的
疾
患

に
よ
り
意
識

を
失
い
、
ビ
レ
イ
ラ
イ
ン
と
メ
イ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
っ
て
、
ハ
ー
ネ
ス
で
宙
吊
り
状
態
に
な
っ
て

い
る
も
の
。

な
お
、
崖
上
ま
で
の
車
両
進
入
路
は
狭
隘
で

あ
り
、
救
急
車
収
容
か
ら
病
院
搬
送
ま
で
の
時

間
が
長
時
間
を
要
す
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
隊
員
及
び
資
器
材
を
崖
上
に
投
入
し
、
救

急
車
接
近
が
容
易
で
病
院
搬
送
時
間
が
短
縮
さ

れ
る
崖
下
へ
「
斜
め
張
込
み
救
助
」
に
て
救
出

す
る
。
テ
ー
マ
は
状
況
に
応
じ
た
救
出
方
針
及

び
資
器
材
の
選
定
と
す
る
。

（
着
眼
点
）

①
限
ら
れ
た
人
員
で
の
安
全
、
確
実
、
迅
速
な

救
助

②
早
期
救
出
を
主
眼
に
置
い
た
救
出
方
法
の
選

定
【
開
催
地
】

京
都
市
消
防
局�

桝
田

　和
久

 

喜
多

　光
晴

 

泉
義

　
　基

 
辻
横

　喬
弘

 
中
貝

　真
人

（
想
定
）

「
地
上
か
ら
約
７
メ
ー
ト
ル
下
方
の
山
岳
壁

面
の
中
腹
に
、要
救
助
者
２
名
あ
り
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
救
助
活
動
現
場
は
、
通
常
で
あ

れ
ば
地
上
部
分
か
ら
引
揚
救
出
に
よ
り
対
応
す

る
。
し
か
し
、
本
現
場
で
は
１
名
を
救
出
完
了

し
た
時
点
に
お
い
て
山
岳
壁
面
に
崩
落
が
発
生

し
、
活
動
方
針
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
、

と
い
う
想
定
で
、
も
う
１
名
の
要
救
助
者
を
対

岸
へ
救
出
す

る
。
限
ら
れ

た
隊
員
数
で

い
か
に
安

全
、
迅
速
か

つ
確
実
に
要

救
助
者
を
地

上
部
分
及
び

対
岸
へ
救
出
す
る
か
を
テ
ー
マ
に
訓
練
を
実
施

す
る
。

（
着
眼
点
）

①
事
故
現
場
状
況
及
び
緊
急
事
態
発
生
に
伴

う
、
隊
長
の
状
況
判
断
に
基
づ
く
活
動
方
針

決
定
及
び
隊
員
へ
の
周
知

②
安
全
、迅
速
か
つ
確
実
な
救
出
方
法
の
選
択
、

救
出
手
順
の
徹
底

③
状
況
に
適
し
た
資
器
材
の
使
用

水
上
の
部

水
上
の
部

水
上
の
部

水
上
の
部

水
上
の
部

水
上
の
部

【
関

　東
】

川
口
市
消
防
本
部�

金
子

　浩
三

 

白
田

　准
一

 

粟
飯
原
啓
之

 

平
野

　哲
郎

 

田
中

　正
人

 

竹
内

浩
祐

（
想
定
）

「
荒
川
で
釣
り
を
し
て
い
た
男
性
が
、
誤
っ

て
転
落
し
、
水
没
し
た
も
の
」
と
す
る
。

目
撃
者
か
ら
の
情
報
に
よ
り
水
没
位
置
を
確

定
し
、
早
期
に
検
索
方
法
を
決
定
し
活
動
を
開

始
す
る
。（
環
状
検
索
）
環
状
検
索
で
要
救
助

者
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
場
合
を
考
慮
し
、
環

状
検
索
の
設
定
と
同
時
に
下
流
に
向
か
っ
て
、

ジ
ャ
ッ
ク
ス
テ
イ
検
索
用
の
基
線
を
展
張
し
、

設
定
を
行
う
。

３
名
で
の
環
状
検
索
で
は
、
要
救
助
者
の
発

見
に
は
至
ら
ず
、
直
ち
に
ジ
ャ
ッ
ク
ス
テ
イ
検

索
に
移
行
し
再
検
索
を
開
始
す
る
。
検
索
活
動

中
に
要
救
助
者
を
発

見
。
検
索
員
が
集
結

し
浮
上
し
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
１
名
が
水

中
拘
束
し
た
た
め
浮

上
が
で
き
ず
、
２
名

の
隊
員
で
水
面
ま
で

要
救
助
者
を
搬
送
す

る
。水

難
救
助
隊
長
に

報
告
し
、
水
面
に
待

機
し
て
い
た
ス
タ
ン

バ
イ
ダ
イ
バ
ー
と
、

検
索
員
２
名
で
水
中
拘
束
さ
れ
た
隊
員
の
救
助

に
向
か
い
ト
ラ
ブ
ル
を
解
除
す
る
訓
練
を
実
施

す
る
。

（
着
眼
点
）

①
環
状
検
索
か
ら
ジ
ャ
ッ
ク
ス
テ
イ
検
索
へ
の

移
行
の
た
め
の
設
定
要
領

②
隊
員
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
の
回
避

方
法

③
状
況
に
適
し
た
資
器
材
の
使
用

【
中

　国
】

岡
山
市
消
防
局�

枝
本

　恒
雄

 

堀
川

　直
彦

 

齋
藤

　雅
之

 

谷
本

　康
幸

 

野
上

　貴
史

 

中
村

　
　望

 

安
原

　康
右

 

服
部

　良
介

 

柴
山

　幸
範

（
想
定
）

カ
ヌ
ー
で
渓
流
下
り

を
し
て
い
た
男
性
１
名

が
操
船
を
誤
り
横
転
、

乗
船
し
た
ま
ま
の
状
態

で
岩
と
岩
と
の
間
に
動

水
圧
に
よ
っ
て
押
し
付

け
ら
れ
、
自
力
脱
出
で

き
な
く
な
っ
た
も
の

で
、
川
幅
約
20
ｍ
、
水

深
は
不
明
、
流
速
は
毎

秒
２・
５
ｍ
、
両
岸
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
可

能
で
あ
る
が
、
上
流
、

下
流
と
も
対
岸
へ
渡
る
た
め
の
橋
は
５
０
０
ｍ

以
上
離
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
河
川

の
形
状
か
ら
、
災
害
点
の
上
流
約
20
ｍ
付
近
は

流
れ
が
弱
く
な
っ
て
い
る
も
の
と
す
る
。

川
の
水
は
常
に
流
動
し
て
お
り
、
気
象
状
況

や
川
の
形
状
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
に
状
態
を
変

え
ま
す
。
さ
ら
に
、
動
水
圧
や
漂
流
物
も
加
わ

り
、
救
助
活
動
は
大
変
危
険
性
が
高
く
、
困
難

を
極
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
救
助
者
の
安
全
を

確
保
し
つ
つ
、
常
に
要
救
助
者
の
状
態
を
分
析

し
、い
か
に
し
て
苦
痛
の
軽
減
を
図
り
な
が
ら
、

確
実
、
迅
速
に
救
出
で
き
る
か
を
テ
ー
マ
に
活

動
し
ま
す
。
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【
は
や
ぶ
さ
保
育
園
の
皆
様
】

　社
会
福
祉
法
人

志
心
福
祉
会

　は
や
ぶ
さ
保
育
園

●　

普
段
か
ら
防

災
訓
練
な
ど
で

お
世
話
に
な
っ

て
い
る
京
都
市

消
防
局
の
方
か

ら
ご
招
待
を
い

た
だ
い
た
の
で
、

園
児
達
が
応
援

用
の
看
板
を
作

成
し
、
救
助
隊

の
皆
さ
ん
の
活

躍
を
応
援
し
に

来
ま
し
た
。

実
は
、
当
園

の
卒
園
生
が
ロ

ー
プ
応
用
登
は

ん
に
出
場
し
て

い
る
の
で
、
成

長
し
た
姿
を
見

る
の
が
と
て
も

楽
し
み
で
す
。

●　

救
助
隊
の
方
々
の
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い

る
姿
や
迫
力
の
あ
る
動
き
を
目
の
前
で
観
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
興
奮
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
大
会
は
、
救
助
の
大
会
だ
け
で

は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
展

示
物
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
あ
っ
て
園
児
達

は
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

●　

消
防
の
皆
さ
ん
の
子
供
た
ち
に
接
す
る
時

の
優
し
さ
、
訓
練
の
時
の
力
強
さ
な
ど
を
感

じ
て
、
強
く
て
優
し
い
子
供
た
ち
に
成
長
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

帶
田
さ
ん
・
松
元
さ
ん
・
竹
下
さ
ん

●　

今
日
は
、
夫
が
障
害
突
破
に
出
場
し
て
い

る
の
で
見
に
来
ま
し
た
。

●　

障
害
突
破
メ
ン
バ
ー
５
人
の
念
願
だ
っ
た

全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

●　

日
頃
か
ら
訓
練
を
頑
張
っ
て
い
た
の
で
入

賞
し
て
ほ
し
い
で
す
。

●　

人
の
命
を
守
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
姿

や
ど
ん
な
に
つ
ら
い
現
場
活
動
で
も
決
し
て

家
庭
に
持
ち
込
ま
ず
家
族
の
た
め
に
過
ご
し

て
く
れ
る
姿
、
と
て
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

藤
田
さ
ん
、
備
後
さ
ん
、
唐
田
さ
ん

●　

友
人
が
救
助
大
会
に
出
場
す
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
応
援
す
る
た
め
に
来
場
し
ま
し

た
。

●　

こ
れ
だ
け
の
暑
さ
の
中
、
機
敏
に
動
く
隊

員
の
皆
さ
ん
の
体
力
、
技
術
な
ど
に
す
ご
く

驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
普
段
か
ら
厳
し
い
訓
練
を
さ
れ
て

い
る
の
だ
な
、
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

●　

競
技
を
見
て
、
隊
員
の
皆
さ
ん
の
真
剣
な

表
情
に
、
消
防
に
対
す
る
信
頼
感
が
ま
す
ま

す
強
く
な
り
、
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
ま
し
た
。

財団法人全国消防協会

消防職員とその家族を守る団体保険です！

全国消防グループ保険（生命保険） 消防職員医療保険（損害保険）

消防職員傷害保険（損害保険）

お問い合わせは 0120-119-147（生命保険）
携帯･PHS OK

（財）全国消防協会の消防団体保険は、全国16万人の消防職員の助け合いの制度です。
消防職員とそのご家族の皆様の福利厚生に是非ご利用下さい！

消防団体保険の収益は、全国消防救助技術大会の開催をはじめ、全国の消防職員のための事業の実施に活用されています。

消防職員賠償責任保険（損害保険）

̶安心への選択̶

Firefighters’ Association of Japan

0120-065-988（損害保険）
携帯･PHS OK

〜 

市
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

〜

第
39
回

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
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◆
「
バ
チ
・
ホ
リ
ッ
ク
」

日
本
中
が
猛
暑
と
な
っ
た
今
年
の
夏
。
眩
し

い
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、
救
助
訓
練

棟
前
か
ら
京
都
ら
し
い
笛
の
音
が
鳴
り
響
い
た

後
、
力
強
く
も
心
地
良
く
身
体
を
突
き
抜
け
る

重
厚
な
和
太
鼓
の
演
奏
が
始
ま
る
と
、
そ
れ
ま

で
会
場
を
包
ん
で
い
た
張
り
つ
め
た
緊
張
感
が

一
転
、「
祭
り
」
の
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

日
本
人
の
心
に
響
く
演
奏
を
し
て
い
た
だ
い

た
の
は
、
京
都
を
拠
点
に
、
国
内
外
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
和
太
鼓
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ

『
バ
チ
・
ホ
リ
ッ
ク
』
の
皆
さ
ん
で
、
和
太
鼓
、

踊
り
、
笛
、
鳴
物
等
に
よ
る
演
奏
は
、
来
場
さ

れ
た
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
る
と
と
も
に
、
選
手

の
気
持
ち
を
鼓
舞
し
高
ま
る
緊
張
を
力
に
変
え

る
迫
力
あ
る
演
奏
に
よ
り
大
会
を
大
い
に
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、
バ
チ
・
ホ
リ
ッ
ク
代

表
の
黒
坂
周
吾
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

「
今
回
の
救
助
大
会
で
は
、
隊
員
の
方
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
に
色
々
な
地
名
が
書
か
れ
て
お
り
、

各
地
で
公
演
し
て
き
た
私
達
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地

名
が
懐
か
し
く
思
え
る
と
と
も
に
、
各
地
で
活

動
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
の

よ
う
な
方
が

い
て
、
故
郷

が
守
ら
れ
て

い
る
と
い
う

こ
と
改
め
て

認
識
し
、
非

常
に
頼
も
し

く
感
じ
ま
し

た
。」さ
ら
に

は
、「
今
回
の

救
助
大
会
に

参
加
さ
れ
て

い
る
隊
員
の

皆
さ
ん
の
頑

張
っ
て
い
る

姿
を
み
て
、

一
日
本
人
と
し
て
す
ご
く
励
ま
さ
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
ひ
た
む
き
に
訓
練
等
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
も
ぜ
ひ
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
の
こ
と

で
し
た
。

ま
た
、
バ
チ
・
ホ
リ
ッ
ク
の
前
身
と
な
る
大

学
時
代
の
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

消
防
士
に
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
の
こ
と
で
、
事
前
に
救
助
大
会
に
つ
い
て
聞

い
て
み
た
と
こ
ろ
す
ご
い
大
会
だ
と
い
う
話
を

聞
き
、
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
で
興
奮
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

バ
チ
・
ホ
リ
ッ
ク
の
皆
さ
ん
は
、「
忘
れ
か

け
た
こ
の
故
郷
の
情
熱
」
か
ら
「
新
し
き
情
熱
」

を
創
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
音
楽
活
動
を
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
は
、

消
防
や
地
域
と
協
力
し
「
火
消
し
ば
や
し
」
み

た
い
な
も
の
が
で
き
れ
ば
、
地
域
の
安
全
・
安

心
に
繋
が
る
活
動
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

と
、
地
域
や
故
郷
を
想
う
熱
い
気
持
ち
を
お
持

ち
の
『
バ
チ
・
ホ
リ
ッ
ク
』
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

◆
「
京
炎 
そ
で
ふ
れ
！
」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
さ
ら
に
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
京
都
地
域
に
集
積

す
る
50
の
大
学
・
短
期
大
学
生
で
構
成
さ
れ
る

『
京
都
学
生
祭
典　

京
炎 
そ
で
ふ
れ
！
』
の
お

ど
り
手
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
祝
い
の
舞
」
で
し

た
。前

半
の
『
バ
チ
・
ホ
リ
ッ
ク
』
の
皆
さ
ん
に

よ
る
演
奏
が
終
わ
り
、
会
場
が
一
瞬
静
寂
に
包

み
こ
ま
れ
た
後
に
再
び
和
太
鼓
が
鳴
り
響
く
と
、

『
京
都
学
生
祭
典　

京
炎 

そ
で
ふ
れ
！
』
の
お

ど
り
手
26
名
の
皆
さ
ん
が
セ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ジ

に
一
斉
に
飛
び
出
し
、『
バ
チ
・
ホ
リ
ッ
ク
』

の
皆
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

「
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ

ー
ジ
」
の
第
２
部
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

黒
を
基
調
と
す
る
留
袖
を
リ
メ
イ
ク
し
た
衣

装
に
身
を
包
み
、
京
都
〝
乙
訓
〟
名
産
の
竹
で

作
ら
れ
た
四
竹
（
よ
つ
た
け
）
と
呼
ば
れ
る
鳴

り
物
を
手
に
し
、
京
の
都
時
代
を
彷
彿
さ
せ
る

華
麗
な
舞
や
現
代
の
活
気
あ
る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

ダ
ン
ス
な
ど
を
取
り
入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
創

作
お
ど
り
が
披
露
さ
れ
る
と
、
会
場
は
一
気
に

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
、
手
拍
子
が
行
わ
れ
る
ほ
ど

に
隊
員
を
は
じ
め
と
す
る
来
場
者
の
心
を
魅
了

し
ま
し
た
。

「
全
国
各
地
か
ら
消
防
職
員
が
集
ま
っ
て
行
わ

れ
る
本
大
会
の
規
模
に
驚
き
、
ま
た
、
ロ
ー
プ

を
渡
る
救
助
隊
員
さ
ん
を
目
の
前
に
し
て
メ
ン

バ
ー
全
員
が
釘
付
け
に
な
り
ま
し
た
。
大
会
だ

け
で
な
く
、
日
頃
か
ら
こ
の
様
な
訓
練
な
ど
を

通
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
の
安
全
を
守
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て
感
謝
と
尊
敬
の
思

い
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
私
達
も
特
に
こ
の

時
期
の
練
習
で
は
、
熱
中
症
の
対
応
や
万
一
の

た
め
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
講
習
な
ど
を
受
け
て
、

突
発
の
事
故
に
備
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。」

と
、
お
ど
り
普
及
部
長
を
務
め
る
上
中
江
里
菜

さ
ん
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
後
も
大
会
会
場

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
来
場
者
と
一
緒
に
踊
る

『
京
炎 

そ
で
ふ
れ
！
』
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

子
供
た
ち
と
笑
顔
で
踊
っ
て
い
た
上
中
さ
ん
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
子
供
た
ち
に
、
こ
の
機
会
に

よ
り
消
防
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
行
な
わ
れ

た
の
が
、「
レ
ス
キ
ュ
ー
キ
ッ
ズ
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
で
す
。

通
過
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
大
会
会
場
に
は
３
種

類
の
訓
練
が
用
意
さ
れ
、
別
会
場
の
市
民
防
災

セ
ン
タ
ー
に
は
２
種
類
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

用
意
さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
地
域
の
防
災
活

動
に
活
躍
す
る
京
都
学
生
消
防
サ
ポ
ー
タ
ー
も

運
営
に
加

わ
り
、
子

供
た
ち
は

す
べ
て
の

ス
タ
ン
プ

を
集
め
る

こ
と
を
目

指
し
て
、

全
種
目
制

覇
に
挑
み

ま
し
た
。

○
大
会
会
場
実
施
種
目

放
水
訓
練
、
ロ
ー
プ
渡
過
訓
練
、
ほ
ふ
く
救

出
訓
練

○
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
実
施
種
目

防
火
紙
芝
居
、
き
っ
ず
・
ぼ
う
さ
い
け
ん
て

い本
物
の
消
防
士
さ
な
が
ら
の
体
験
を
で
き
る

３
種
類
の
訓
練
が
特
に
人
気
を
集
め
、
長
蛇
の

列
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
楽
し
み

な
が
ら
も
、

い
つ
の
間

に
か
懸
命

に
訓
練
に

取
り
組
ん

で
い
る
姿

が
印
象
的

で
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー 

　
　

レ
ス
キ
ュ
ー
キ
ッ
ズ

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
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消 防 車 両 展 示 京 炎  そ で ふ れ！

消 防 士 に 変 身

京 の 名 産 品 展 起 震 車 体 験

「すみません、写真撮って
もらっても良いですか？」
と、不意に声をかけられ振
り向くと、日傘を持ったう
ら若き女性。もちろん！と
快諾すると「ここでお願い
しま〜す」と早速ポーズ。
それは京都市消防局が誇る
「スーパーコマンドーレス
キューチーム」の車両の前
でした。

聞けば、大の消防車ファ
ンとの事で、装備資機材に
ついても非常に博覧で、教
えていただく事もしばしば。

世の中は広いです…。

全国救助技術大会ということで、イベントスペース東
側では「京炎 そでふれ！」が演舞されました。

軽快なリズムとともに、堰を切ったように踊り手さん
達が走って定位置につくと、情熱的な踊りが始まり、激
しく、熱い舞が来場者を魅了していました。

演舞の途中、踊り手さん達が、来場していた子供や周
囲の観客に、手とり、足とり、熱心に踊りを教えて、最
後は皆で一緒に「京炎 そでふれ！」を演舞。子供も大人
も、踊り手さんも汗だく！しかし、最高の笑顔でした。

皆が一つになった演舞は、まさに「KIZUNA」で結ば
れていました。

イベントブースで取材を続けていると、突然「かわいいー」と黄色い声。
何かと思い、その方向に目を向けると、女性がカメラ片手にオレンジ色の物体を

追いかけていました。そのオレンジ色の物体は…小さな救助服を着て会場内を飛び
回っていた “小さな消防士” でした。

それぞれお気に入りの消防士に
なり、ご満悦のVサイン。

子供と言えども救助服を着る
と、なんだか頼もしく思えてくる
のが不思議でした。

また、小さな子に優しく、丁寧
にミニ防火衣を着せていたスタッ
フの皆さん。記録的な猛暑の中、
汗だくで大変そうでしたが、「子
供たちのうれしそうな笑顔を見る
のがうれしいです。」と話してく
れました。

特設会場では、京都の歴史と伝統を受け継ぐ老舗の味
を一堂に集めた「京の名産品展」が設けられました。所
せましと並んだ名産品の前には、お土産として買って帰
る一般来場者や消防隊員が、どれにしようかと悩んでい
る姿が見えました。

「地震が起きたらどうするの」と言われ、必死にテー
ブルの下に隠れる少年の姿がありました。阪神淡路大震
災と同じ揺れの大きさだよと教えられ、「こんなにすご
かったのー」と驚きを隠せない様子で体験していました。
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